
光経済研究所レポート        （やさしいチャート教室編） 

光経済研究所株式会社        東京都中央区日本橋人形町 1-18-９ TEL 03（3669）2331(代) 
証券投資顧問業登録関東財務局長第 557 号 日本証券投資顧問業協会会員 011-00557 号 

   平成 14年２月１３日号 
ファンドマネージャー 出来岡 潔 

   
その後の、（６３６６）千代田化工建設は、やはり遅行スパン（本日の終値を立会い日数で２６日

前にさかのぼって記入したもの）の位置にある雲が、上値を抑え続けています（チャート１を参照）。 
 次は、（６７６１）アイワをご覧下さい。これもやはり遅行スパンの位置にある雲が上値を抑えて

います（チャート２を参照）。 
 より正確に説明しますと、アイワは遅行スパンの位置にある雲の上限が上値の壁であり、千代田化

工建設は遅行スパンの位置にある雲の下限が上値の壁になっています。 
いずれにしても、遅行スパンの位置にある雲が上値を抑えている訳です。 
 そこで、本日の話のポイントは、見て頂ければお解りの様に、２銘柄とも現在の株価は雲を上に抜

いています。しかし、これだけで買い信号と見てはいけません。遅行スパンの位置にある雲も上値を

抑える抵抗帯なのです。     （無料テレフォンサービス）やさしいチャート教室 ０３－３６６９－５５５２ 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません 


